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  文人官僚（つまり官人）は、数においてはごく少なかったが、その能力、影響力、地位および声

望のゆえになしえないこととてなく、すべての権力を掌握し、最大面積の土地を所有した。この

階級はすべての特権、わけても教育を独占することによって、それ自身を再生産する特権をもっ

ていた。（中略）彼らのみとめる職業はただ一つ、支配することだけであった。

（Étienne Balazs著、松村祐次訳『中国文明と官僚制』）1)

1.　中国の官僚支配とパロディ

中国における官僚支配の歴史は長い。官僚機構の起源は、春秋・戦国時代の後に天下を統

一した秦王朝（前 221–前 206）に見出すことができる。官吏資格試験である科挙制度につ

いてみれば、隋代に始まり、清朝末期まで 1300年の長きにわたり実施されてきた 2)。

官僚支配の苛酷さについては様々に記されているが、たとえば前漢の歴史家司馬遷が著し

た『史記』「酷吏列伝」3)をみてみよう。司馬遷は郅
しつ

都
と

から杜周に到る十人の官僚の事跡を記

し、彼らを評して、酷吏ではあったが、文武の素養を備えた地位にふさわしい人物であった

とした。これに続けて、人の肢体を切り刻んだり、妄りに人を殺したり、賄賂をとって罪を

許してやったりするような官僚については「何ぞ数うるに足らんや。何ぞ数うるに足らん

や。（数えあげるまでもないことだ。数えあげるまでもないことだ。）」と嘆じて酷吏列伝を

結んでいる。

さて清朝滅亡後、中華民国を経て中華人民共和国が建立されて 60年あまりたった今日、

果たして中国は官僚支配から脱却することができたのか。否、我々は、近現代中国における

官僚機構の継続を容易に確認することができよう。そのひとつの論拠として、近現代中国に

おける官僚批判のパロディの存在をあげることができよう。リンダ・ハッチオンが述べるよ

うに「パロディは自分自身の上に、自分が嘲る約束事を刻みつけてしまうのであり、それに

よって約束事が生き延びるのを保証してしまう」4)のである。

本小論は、中国文化を特徴づける官僚支配の諸相を、パロディを通して素描しようと試み

るものである。2000年近く続いてきた中国の官僚統治によって、科挙受験者としての士人

たちを含め、いかに多くの人々が抑圧され、逼塞した状況で生きてきたかについては、いろ

パロディにみる中国官僚支配
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いろな時代のパロディをみるにしくはない。まず道家思想家たちによって説かれた儒家徳治

主義を諷刺するパロディ、次に科挙制度に翻弄される人々を描いたパロディ作品としての

『儒林外史』、最後に毛沢東と文化大革命時代（1966–77年）以降のパロディをとりあげたい。

2.　儒家に対する道家のパロディ

学問を修め、徳を積んだ王者、大人による人民統治を理想としたのは儒家であった。なか

でも、孟子の言葉は後世に長く残っている。

大
たいじん

人の事あり、小
しょうじん

人の事あり。（中略）故に或るものは心を労し、或るものは力を労す

と曰うなり。心を労する者は人を治め、力を労するものは人に治めらる。人に治めらる

る者は人を食
やしな

い、人を治むる者は人に食
やしな

わるるは、天下の通義なり。

（『孟子』滕文公章句上）5)

孟子は、民と並んで耕し、自ら飯を炊きながら政治を行うことを説く許行の農本思想を批判

し、心を労する者、すなわち頭脳を働かす者が、肉体を働かす者を統治することの正当性を

主張している。この記述のように、孔子、孟子に代表される儒家は、バラーシュの説く「教

育の独占」によって民を支配する統治者になることを理想とした。

このような儒家の言説に対して異を唱えたのは、道家の思想家である老子や荘子である。

たとえば、統治者層の仁や仁義を説く孔子や孟子に対して老子はつぶやく。

聖を絶ち智を棄つれば、民の利は百倍せん。仁を絶ち義を棄つれば、民は孝慈に復せ

ん。巧を絶ち利を棄つれば、盗賊有ること無からん。 （『老子』第十九章）6)

儒家の唱える仁義や智恵などを捨て去ることによってこそ、人民はよく治まる。老子は、儒

家の説く徳や学などは偽善であり、これこそが社会混乱の元凶であると逆転してみせる。ま

た儒家の徳治主義に対しては「大国を治むるは、小鮮を烹るが若し」（『老子』第六十章）7)

と説く。小魚を煮るときには小魚に手を加えず、箸でつつきまわさないようにすることが肝

要である。同様に大国を治める要諦は、賢しらな人智による支配を否定し、ことさらな人為

を用いない自然の治世を行うことである。これもまた儒家の政治論の倒立であるが、老子の

このような記述をパロディの範疇に入れるには、いささかの躊躇がある。これらはテクスト

の段階で作用するパロディというよりは、意味論の段階で作用するアイロニーとしたほうが

ふさわしいであろう 8)。

次に荘子についてみていきたい。筆者は前稿（『アジア文化研究別冊』16、2007年）にお

いて『荘子』は中国におけるパロディの始原と説いた。その荘子はどのような人物として

『荘子』に描かれているのか。秋水篇には、河で釣りを楽しんでいた荘子が楚王の招聘を断
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ったエピソードがおさめられている。楚王の使者である二人の大夫の方を振り向きもせず、

釣り竿を手にしたまま荘子は言う。楚の国には、死んでから三千年もたった神亀がいるそう

であるが、この亀としては、死んで甲羅を残して貴ばれることを望んだであろうか、それと

も生きて尾を泥の中にひきずっているのを望んだであろうか。もちろん私は泥の中に尾をひ

きずって生きていきたい、と。

このように仕官を断った荘子は、官僚支配の愚かしさを徹底的に揶揄した。たとえば『荘

子』内篇の最後に収められている応帝王篇を見てみよう。応帝王とは、帝王たるにふさわし

いという意味であり、そこには政治の否定としての政治論が展開されている。それは「絶対

者の無支配の支配」9)に立脚した論であるとも言える。この篇の最後の寓話には、渾沌が登

場する。

南海の帝を儵
しゅく

と為し、北海の帝を忽
こつ

と為し、中央の帝を渾沌と為す。儵と忽と、時に相

い与に渾沌の地に遇う。渾沌これを待つこと甚だ善し。儵と忽と、渾沌の徳に報いんこ

とを謀りて曰わく、人みな七竅ありて、以て視聴食息す。此れ独り有ることなし。嘗
こころみ

試

にこれを鑿たんと。日に一竅を鑿てるに、七日にして渾沌死せり。10)

儵と忽は、儵忽（あっというほどの短い間）ということばから命名されている。この二人の

つかの間の支配者は、中央の渾沌（万物がひとつに入り混じった無秩序の状態、万物の始

原）の恩恵に報いようと智恵を絞る。そこで自分たちと同じように七竅（人にある目、耳、

鼻、口の七つの穴）を渾沌にうがつことを思いついた。律儀に毎日ひとつずつ渾沌に穴をあ

けていくと、七日目にして渾沌は死んでしまった。自らの感覚、価値基準をもとにした賢し

らな帝王政治がもたらす結果として、天地万物の死滅を提示するという話である。

『荘子』大宗師篇では、顔回と孔子を登場させている。『論語』には、孔子（仲尼）と一番

弟子である顔回（顔淵）の対話が多く載せられている。たとえば、孔子に仁を問い、「克己

復礼」（顔淵篇）との答えを得たのは顔回であった。また、学識、徳行ともに優れた顔回が

亡くなったとき、孔子は「天、予
わ

れを喪
ほろ

ぼせり、天、予
わ

れを喪
ほろ

ぼせり」（先進篇）と嘆き悲

しんだという記述もある。『荘子』大宗師篇に描かれたこの二人の問答を見てみよう。

顔回曰く、回は益せりと。仲尼曰わく、何の謂いぞやと。曰わく、回は仁義を忘れたり

と。曰わく、可なり、猶お未だしきなりと。它
た

日
じつ

、復た見
まみ

えて曰わく、回は益せりと。

曰わく、何の謂いぞやと。曰わく、回は礼楽を忘れたりと。曰わく、可なり、猶お未だ

しきなりと。它日、復た見えて曰わく、回は益せりと。曰わく、何の謂いぞやと。曰わ

く、回は坐忘せりと。仲尼蹵
しゅく

然として曰わく、何をか坐忘と謂うと。顔回曰わく、枝体

を堕
こぼ

ち聡明を黜
しりぞ

け、形を離れ知を去りて、大道に同ず、此れを座忘と謂うと。仲尼曰わ

く、同ずれば則ち好みなきなり。化すれば則ち常なきなり。而
なんじ

果たして其れ賢なるか
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な。丘や請う、而の後に従わんと。11)

『論語』において「吾れ其の進むを見るも、未だ其の止むを見ざるなり」（子罕篇）と孔子に

評された顔回は、『荘子』においても進化を続ける人物として描かれる。儒家の最高徳目で

ある仁義を忘れ、そして次には礼楽を忘れ、ついには、いながらにして一切を忘れ、大道と

同化する境地―「坐忘」に到ったと孔子に報告する顔回。これに対して孔子は、お前はや

はりすばらしいね、私もお前の後からついていこう、と感嘆する。最後の「而
なんじ

果たして其れ

賢なるかな」は、『論語』「賢なるかな回や」（雍也篇）を、「丘や請う、而の後に従わんと」

は、『論語』「これに従わんと欲すと雖ども、由
よし

なきのみ」（子罕篇）をもじったくだりであ

る。もっとも『論語』では、「これに従わんと欲すと雖ども、由
よし

なきのみ」の主語は顔回で

あり、顔回が孔子の偉大さについていきたいと思っても、手立てがないと嘆いている場面で

ある。このように孔子や孟子のスローガンを荘子のスローガンに置き換え、顔回を孔子と逆

立させたこの一段は、儒家の政治論に対する道家のパロディであると言えよう。

3.　科挙のパロディ

時代は下って明清以後の科挙についてみれば、その試験内容は『爾雅』以外の十三経（『論

語』『孟子』『周易』等）約 50数万字を暗誦し、八股（四つの対句）文を用いて答えるとい

うものであった。このような何段階もの科挙に合格することは、たとえ富貴な家に生まれた

者にとっても容易なことではなかった。ましてや金銭的に余裕の無い者にとっては、生涯に

わたって続く試験地獄であった。科挙に合格すれば、富と権力を手にすることができるが、

落第し続けると周囲の人々をまきこんで貧困と積怨の人生を送ることになる。さらに体制を

維持する官僚たちにとっても、彼らの存在は歓迎すべきものではなかった。なぜなら不平に

満ちた士人たちと農民のエネルギーが結束することにより、体制をゆるがす事件がおこった

からである。科挙に及第できなかった者が指導した大規模な反体制運動としては、唐代末の

黄巣の乱 (875–84)、清代の洪秀全 (1814–64)が指導した太平天国等が想起されよう。また清

末の康有為 (1858–1927)は、会試のために北京に来ていた挙人 1,200余名を糾合し、改革を

求める上書を行い、清朝の支配体制をゆるがした。

さて 18世紀の清朝において、ようやく科挙と文人官僚支配を題材としたパロディが出現

した。それは『儒林外史』である。儒林とは科挙に挑む学者、儒者集団、外史とは、民間で

書かれた歴史書という意味である。作者は呉敬梓 (1701–1754)、字は敏軒。安徽省全椒県、

大地主の家柄の出身で、科挙に志す。23歳のときに秀才に合格したが、父の死後、破産。

最初の妻を病気で失い、その後南京に移った。36歳で博学鴻詞科（文詞に優れている人材

を特別に選抜する試験）に推挙されたが、病気を理由に辞退した。科挙と決別した呉敬梓は

南京の地で、困窮した生活を送りながら『儒林外史』を著した 12)。この書は文言ではなく白

話文で書かれ、様々な人物が大きな筋立てなく登場する。回を分けて叙述する章回小説とい
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うジャンルに属する。『三国演義』や『水滸伝』に代表される章回小説の主な読者は商人や

庶民であり、士人は少なくとも表向きには、このような小説を読むことを軽んじていた。

魯迅 (1881–1936)は、『中国小説史略』において『儒林外史』は社会諷刺小説であるとし、

「私心を離れた社会的見地から、時代の悪弊を指摘し、とりわけ、士人階層に諷刺の鉾先を

向けた。その文章は、憂愁をたたえながら諧謔があり、婉曲でいて諷刺に富んでいた」13)と

評している。呉敬梓自身が科挙に志し、やがてそのまやかしに気づき、自らの意志で儒林を

去り、貧窮のうちに文人社会の最下層に生きたことは、『儒林外史』が仁義礼智の世界を反

転する諷刺的パロディ作品として成立したことの一因であるとも考えられる。

冒頭に登場する周進と范進の物語から紹介することにしたい。周進が范進と出会う場面。

周進は受験名簿をくって、童生に、

「おまえは范進だね？」とたずねた。范進はひざまずいて、

「さようでございます」と答える。

「年はいくつだ？」

「受験届けには三十歳と書いておきましたが、実は五十四歳でございます」

「試験は何度受けた？」

「二十歳の時に試験に応じまして以来、今日で二十回余りでございます」

「どうして合格できなかったのかな？」

「それは私の文章がでたらめで、先生がたのおめがねにかなわなかったからでございま

す」

すると周進は言った。

「それは、必ずしもそうとばかりは限らんよ。今日はまあおさがり、本官がよく見てお

いてあげるからな」

范進は叩頭してさがった。

まだ時間が早くて誰も答案を提出する者がいない。周学道は范進の答案を十分に注意し

てひととおり読み通した。どうにも感心しない。「この文章はいったいなにをいってい

るんだ！　これでは合格しないのももっともなことだ」と思い、見るのをやめて用紙を

かたわらにおいた。

（中略）

そしてまた范進の答案を見ていたが、見終わるとホッと嘆息して、

「この文章、一度読み、二度読んでも理解できず、三度目にやっとわかったぞ、こいつ

は天下の至文、まったく一字一字が珠玉ではないか！　してみると、世のおろかな試験

官たちがどれほど真の英才を闇にほうむってきたか知れたものではないな！」

急いで筆を取り、念入りにまるをつけた。三十まるをつけて第一等の合格としたのであ

る。 （第三回）14)
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周進は山東省薛家集という村の塾の先生であったが、姉婿（名前は金有余！）の援助でよう

やく郷試、会試に合格、広東省の学道として赴任した。范進は広東省の老童生として受験す

るが、周進にその才能を見出され、その後に挙人、進士となる。ともに名前に「進」がつけ

られ、のちの「出世」を予測させる。中年を過ぎても童生の范進、彼の運命は、偶然性を伴

う学道の独断にかかっているという科挙の現実。この物語のような科挙をめぐる話を、作者

は五十五回（五十六回、六十回本もある）に分け、百名近い人物を登場させて描いている。

その中には、科挙と官僚政治に背を向け、窮乏生活をおくった呉敬梓自身も安徽省天長県の

杜儀（少卿）という人物として登場している。仕官を病気と偽り断った杜儀とその父親を、

高官の高老
3 3

先生が批判するくだり。まず父親批判。

官についても、まるで上司をうやまうことを知らず、ただもう百姓たちのご機嫌を取る

ことばかり考え、毎日毎日「孝悌に篤くして、農蚕にはげむ」てな馬鹿話をやってい

た。こんなのは“教化”とでもいった題目の文章の中の飾り文句にすぎんのに、それを

真にお受けなさるんだから、上司の不興を買い、官位を棒にふっちまう、ってことにな

るのさ。

民生に向かう父の視線が、上司に向かわないが故の高老先生の批判。ここに描かれた官僚支

配の理想の逆転、パロディとして描かれたその世界がまた現実であることに読者は失笑する

であろう。さらに高老先生の批判の鉾先は、息子の杜儀に向かう。

その息子のあれときちゃ、ますますいけません。飲みほうだいに着ほうだい。坊主だろ

うと、道士だろうと、職人だろうと、乞食だろうと、相手かまわず付き合うが、そのく

せ、れっきとしたのとは付き合おうとしない。十年たらずのうちに、六、七万両の銀を

すっからかんに使い果たしてしまいやがった。（中略）まるで乞食そっくりなんじゃよ。

あの家から、まさかこんな息子が出てこようとはね！　わしは家で、日ごろ子供や甥た

ちに学問を授けるのに、あの奴を戒めとしている。めいめいが読書する机の上に「天長

の杜儀を学ぶべからず」と書いた紙を貼っておくんじゃよ。 （第三十四回）15)

高老先生という高尚な名前の官僚に語らせた野卑な俗人ぶりを発揮した言葉の数々。いささ

か自嘲的に自分の人生を茶化してみせたこの物語は、科挙の世界にきっぱりと絶縁状をつき

つけた呉敬梓にして始めて書きえた文章であろう。長く続いた科挙時代の終盤に、士人によ

ってこのようなパロディ作品が書かれたことによって、われわれは自己浄化作用が機能して

いるという中国官僚支配のある意味での「健全さ」に気づくことができよう。
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4.　現代中国官僚とパロディ

清朝の崩壊、日中戦争を経た新中国の創建、そして文化大革命を経た現代中国において

も、官僚精神に対する諷刺は、口伝えで、またインターネットを通じて引き続き語られてい

る。たとえば権力とともにお金を手に入れる役人を揶揄した諷刺小話をひとつ。

有权有钱　　権があればお金ができる

有权有钱有一切　　権がありお金があれば一切がある 16)

現代中国では、中級以上の公務員を「干部」と称するが、彼らを題材とするジョークには事

欠かない。

　〈干部四话〉　　　　　　　　（幹部の四話）

　　说大话　　　　　　　　　　ホラを吹く

　　编瞎话　　　　　　　　　　でたらめを言う

　　领导面前说拜年话　　　　　上司の前ではお世辞を言い、

　　关义键时刻要听领导话　　　肝心なときは上司の言うことを聞く 17)

題名にある「四话」は、政府のお題目である「四化：四个现代化（農業、工業、国防、科学

技術の四つの現代化）」と同音であり、これを口にする役人を皮肉っている。さらに「四つ

の基本原則（社会主義の道、人民民主独裁、中国共産党の指導、マルクス・レーニン主義と

毛沢東思想を堅持する）」をもじった一句もある。接待や汚職に明け暮れる官僚の実態であ

る。

　〈新四项基本原则〉　　（新四つの基本原則）

　　吃饭基本有人请　　　食事は招待してくれる人がいる

　　喝酒基本有人数　　　お酒は注いでくれる人がいる

　　工资基本不用　　　　給料はほとんど使うことがなく

　　老婆基本不动　　　　女房にはほとんど手を触れることがない 18)

さらに続けて、昔の官僚と変わらぬ役人の文書作成術を描写した〈四子〉。

　〈四子〉　　　　　　　（四つのこと）

　　坐在家里定盘子　　　家に座ってことを決め

　　关起门来想点子　　　ドアを閉めて智恵を絞り

　　走到下面找例子　　　現場に行って例をみつけ
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回到机关定稿子　　　役所に帰って原稿を書く 19)

中国政治研究者ルシアン・パイは「中国のプラグマティズムの特徴は、いつもフィクション

を現実とみなすことである」20)と述べているが、まさしく役人の作文と現実との乖離を意に

介さない中国の政治文化は継続されているようである。

次に少し時代をさかのぼり、ポスト文革期の 80年代、90年代を見てみよう。この時代に

は、文革期の毛沢東や紅衛兵をモデルとしたパロディ絵画作品が登場した。たとえば、80

年代に出現した王広義の「大批判」シリーズ、90年代では劉大鴻のポップ・アート「四季」

等が知られている。王広義は、工農兵が『毛主席語録』を手にした文革期スターリンモデル

のポスターを描き、そこに現代消費社会の象徴としての Coca-Cola, Zippo, Carlsberg, 

Montana や、アメリカン・ポップ・アートを代表する Andy Warholなどの文字を入れた作

品を創作した 21)。これは「消費経済と専制政治の両極に引き裂かれた中国人の現実の矛

盾」22)を表現したパロディ作品であると評されている。

90年代に入ると、毛沢東ブームが到来し、絵葉書や目覚まし時計、Tシャツなど日常の

グッズに毛沢東の肖像が描かれるようになった。劉大鴻は従来描かれた毛沢東の肖像をもと

に、ポリティカル・ポップ・アートとして「四季」を発表した。「春」は梁山泊の勇者に囲

まれた若き日の毛沢東、「夏」はバスローブを着て蓮の花の上に立つ毛沢東、「秋」は紅葉の

ような赤旗に迎えられるジープに乗った毛沢東、「冬」は氷のはった湖面に江青たちに取り

囲まれ右手を挙げている毛沢東が描かれている 23)。またロックバンド蒼蠅（ツアンイン、ハ

エの意）のボーカル豊江舟は、文革期に賞揚された雷鋒に似た兵士が手に持つ『毛沢東選

集』にハエをたからせたポスターを発表している 24)。蒼蠅（ハエ）は、みみっちい汚職を

する小役人を意味する俗語でもあり、また公衆衛生に害をもたらす撲滅の対象でもある。こ

のようにアートの世界では、ポスト文革期に多くの作家が現れ、パロディ作品を次々と発表

し、国外でも高い評価を得た。

最後に政府の力で発禁処分にされた未完のパロディ作品について述べておきたい。それは

2005年に発表された、文革期の人民解放軍を舞台とした小説『為人民服務（人民に奉仕す

る）』である。作者の閻連科 (1958–)は河南省嵩県に生まれ、文革期に 10代を過ごした。20

歳で人民解放軍に入隊し、小説創作学習班に配属され創作活動を始めた。1985年に河南大

学を卒業、続いて 1991年には解放軍芸術学院文学系を卒業した。1992年には中国作家協会

に加入し、『黄金洞』で第一回 (1995–96)魯迅文学賞、『年月日』で第二回 (1997–2000)魯迅

文学賞、『受活』で第三回 (1994)老舎文学賞を受賞している。2004年には除隊して専業作

家となった 25)。

2005年 3月に閻連科は『花城』（2005年第一期）に『為人民服務』を発表した。それ以

前に約 9万字の原作を自ら約 5万 7,000字に削ったが、雑誌に掲載された小説は更に 2,000

字ほど削られたものであった。これについて「全く違う作品になってしまった」と作者が語
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ったと伝えられている 26)。『花城』は発刊後すぐに北京当局によって発禁処分となった。中

国共産党中央宣伝部は、この作品の「発行、転載、評論、要約、報道を禁ず」と指示を出

し、雑誌を回収した。その理由として、毛沢東と毛沢東が著した「為人民服務」の崇高な趣

旨を中傷し、人民軍と革命・政治を中傷し、性的描写を助長し、人民の思想を攪乱し、西洋

の誤った観点を宣揚したことが挙げられている。一方海外では、2005年最初の発禁となっ

た小説として注目をあつめ、シンガポール・マレーシアなど華人文化圏で中国語版が刊行さ

れた他、英語版、日本語版も出版されている。

書名の「为人民服务」は、毛沢東が 1944年 9月 8日、中国共産党中央警備連隊の兵士で

あった張思徳の追悼集会で行った講演である。この文章は「紀念白求恩（べチューン同志を

記念する）」（1939年 12月 21日）、「愚公移山（愚公、山を移す）」（1945年 6月 11日）と

ともに文革時期に『老三篇』に収められている。文革中には、人民解放軍を始め、中国のあ

らゆる組織で『毛主席語録』とともに『老三篇』が学習され、多くの人々がその文章を暗記

し、行動を起こすときにスローガンとして叫び、また自ら起草した文章にもその一句を引用

することを忘れなかった。小説「為人民服務」は、このような時代に生きた人民解放軍の兵

士、呉大旺と、師団長の妻、劉蓮が主人公である。

呉大旺は師団長の炊事係として働いている。毛沢東は「为人民服务」の中で、「今後、わ

れわれの部隊では、だれが死んでも、それが炊事員であろうと兵士であろうと、いくらかで

も有益な仕事をしたものであれば、かならずそれを弔い、追悼会をひらかなければならな

い。」27)と述べているが、その炊事員の仕事をしているのが呉大旺であった。「为人民服务

（為人民服務）」と赤い文字で記された木の札がいつもの食堂のテーブルにないときには、二

階に上がってくるようにと呉大旺に命令する劉蓮。最初、彼は抵抗を示すものの、互いに愛

し合うようになった二人は次のような会話をしながら料理を作る。

台所に入ったとき、食卓の上に“人民に奉仕する”の木札があるのを見て、二人は顔を

見合わせて笑い、彼は言った。「“人民に奉仕する”―座って休んで」

彼女は言った。「“私利私欲と戦い修正主義を批判せよ”―あなたの方が疲れているん

だから、あなたが座って休んでちょうだい」

彼は言った。「“我々は全国からやってきて、ひとつの共同の革命の目標のために一緒に

なった”―一緒にごはんを作ろうか」

「“人民、人民だけが、歴史を創造する動力である”―一緒に作ってどちらが上手か競

争しましょ」28)

「人民に奉仕する」というスローガンを主人公たちが声高に唱える場面は、このほかにも何

度となく登場する。いかにも当局が不適切と批判するであろう状況において、この一句が唱

えられるのである。しかし考えてみれば、毛沢東が 60年前に提唱したこのスローガンを、
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果たして中国の人々は心から叫び続けてきたのだろうか。軍隊と官僚の支配する社会におい

て、スローガンを叫ばない選択はあり得たのであろうか。発禁処分となったこの小説には官

僚支配下に生きる人々の苦悩と悲哀と孤独が滲み出ている。

以上、パロディを通じて中国官僚支配とそこに生きる人々の点描を試みたが、パロディの

嘲笑的諷刺精神は十全に発揮され得るのか、これからも引き続き観察していきたい。
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